
開催目的・概要

実施状況

➢参加された郡山市議のコメント
・遊水地範囲の中には、移転対象となる多数の住家や広大な農地もあり、この地域の方々には大変なご苦労があることが分かった。
・実際に現地を見て「350ha」という規模が分かり、下流域での被害が軽減できることのイメージが湧いた。

郡山市議会を対象に「流域治水に関する事業説明会」を実施

日時・対象

➢日 時：令和6年5月13日（月）13:30～14:30（事業説明会（座学））、15:15～16:05（現地視察）
➢対 象：郡山市議会議員（希望者）
➢場 所：郡山市役所 本庁舎2F 特別会議室（事業説明会）、上流遊水地群整備地（鏡石町・矢吹町・玉川村）
➢参加人数：事業説明会（座学）27名、現地視察20名
➢報道機関：福島民友新聞社、読売新聞、福島建設工業新聞社、建設新聞社

○流域治水の取組へのさらなる理解・親しみを持っていただくため、市民の代表である市議会議員を対象に、国・県による事業説明会を
実施。

○事業説明会（座学）では、国から「阿武隈川緊急治水対策プロジェクト」（遊水地整備等）を、福島県から「特定都市河川の取り組み
状況」を説明。現地視察では、上流遊水地群の整備地を視察。

▲座学実施状況 ▲現地視察状況▲矢吹町副町長より挨拶


